
　茶わんの正しい持ち方などを教える「陶育」講座が
土岐津小学校附属幼稚園で開催され、園児46人が楽
しみながら学びました。
　同講座は、地元の子どもたちに美濃焼のことを知っ
てもらおうと「美濃焼おかみ塾」のメンバーが企画し、
同園では今年で3回目。今回はメンバーら4人が寸劇
や紙芝居などで子どもたちを引き付けました。実際に
茶わんを手に取り、正しく持てていればもらえるご褒
美シールに、園児らは満足げな表情を浮かべていまし
た。

　土岐市消防音楽隊が、設立55周年を記念して第5回
定期演奏会を文化プラザで開催し、迫力の演奏を披露
しました。
　第一部で同音楽隊による「オリンピック・マーチ」
や「戦士たちへの賛歌」が演奏されると、第二部では、
土岐津中学校吹奏学部が登場。「ジブリ・ソングス」
や「shake it off」などの曲で会場の手拍子を誘って
盛り上げました。最後は合同演奏で締めくくり、観客
から大きな拍手が送られました。

　泉西公民館で「お茶会」が開かれ、泉西小学校5年
生45人が茶道の歴史や作法などを学びました。
　児童らは、昨年5月の学校行事「茶わんづくり」で
自ら抹茶茶わんを制作しており、この日、その茶わん
を初めて使ってお抹茶を体験。指導者のお手本通りに
できるよう緊張した様子でお茶を点てたり出したりし
ました。体験後、「少し苦かったけど、自分が作った
茶わんでお茶をいただけたからうれしかった」と笑顔
を見せました。
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お茶わん、正しく持てたよ

迫力の演奏に拍手

ほろ苦いけど、うれしかった

　大河ドラマ「麒麟がくる」番組展が2月4日～7日の
3日間、土岐市役所１階多目的スペースで開催され、
多くの来場者でにぎわいました。
　同展では、番組PR映像や出演者の等身大パネルな
どが展示され、毎週末の放送を楽しみにしている方や
歴史に関心がある方などが見学。ドラマのファンとい
う女性は、「この番組展に来て、テレビを見るのにと
ても参考になった。地元の大河ドラマということで大
変親近感をもって見ている」と話してくれました。

市役所に麒麟がきた

　駐車場や多目的広場「土岐フォーラム」などの外構工事が完了し、新庁舎のグランドオープンを記念したオープ
ニングイベントを開催しました。
　このイベントは、公募で集まった市民と職員が協働し、昨年の10月から話し合いを何回も重ね、企画し、準備
を進めてきたもので、当日も市民スタッフが中心となり運営しました。
　当日は天候にも恵まれ、およそ2000人の来場者でにぎわいました
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2 みんなにひらかれた市役所へ

議場でパプリカダンス

ちびっこ記者が取材中

フィナーレの餅投げ

超深地層研のもぐら博士と記念撮影

多目的スペースでコンサート働く車が大集合
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